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ヒツジ赤血球をもって連続吸収せる|日ツベルクリン

の抗原性について

fプL 井 4件b1、

坂 倉 クMモIL 夫

両 橋 末日 男

j召 田 達 夫

(1 ヒ ;;'j.è也大，、;:結核 ii)liti~i 刊 111河川; セ1r: 大l東 ~.;'{1そ)

( Il{i日132(12 ]J Iぢ11受付)

緒

結岐に於ける rllliilj反Lぷとしては，]1iくより i;われてき

fこl吋集反!ふ itl;;j':反lふ補体仙台反Lt;のほかにjlJXIム<HJ 

いられるようになった Middlebrookand DubosJ)の占、

Illt球民集反むなど色々なMl;が1;われてし1るが，いずれも

f校!の[*1'1¥¥1きそω仙のJ:1j!白からだ際的な冷断の11的には

利!日されずに終っているつ然しながられII枝山市反応のf!(l以

!ここの')J;1 111 f:j(々集!ぇLじが長場してきた事は，前lil'b:1州本111の

色々な抗原性物質を化、?的lこ解明して行く!に'寄iLする川

fuJ<めて大であったじ 1!IJち Middlebrookのーんiil、!と於て

fま polysaccharideが1(1け求lこ岐話きれ Boyden2l及び

Meynellののじった/;/1くげILJ求を rめタンニン肢でi.l1Piiして
おいたj弘子?には proteinI);:IIIJ主夫liriに !i!<Aされるので，

この 2つの rlllJぷ可集!又!ぷは!更々 protein，polysaccha-

rideのfナ同iiとそれぞれのよIIJKのf告はに干IJ川されているバ

ば{にまた傾く長/1:1となって Hinson らめ尺び，i[繰らのは

11口被 Coombstest を山川して人II\J のわIl似 Ijlli81~1に不"己倹

抗体をhlH¥している c このように次々と I]IJ禄の新らしいJIIl

fIな反応が取り!げられる状態をほても，キム械に快けるわU以

抗体系が川イ"J1三後械なものであり，そしてえ長ji[IJIJMに結

核のIlll消反応がうJ、析がJに迫ょRされるようになってきたかが

汁る。

主主々の教室においても jうねてよりlilツベルクリンの抗

原村ーについて1(lt清γ:!tjな研究を行っているが， 1955士下

Rheins and Thurston的によって行われたサミ験に極めて

ぷい関心を覚えるに預った。 HIJち彼等[士山ツベルクリンを

細i 、('i;\、 Illl 上:);1こより連続的lこ 121日l吸収し，各l叶の!ii.~rr赤ぱIl

F求をそれぞれ抗版として赤ilnfJei町室長反応及び的1(ll反応を行

った1リ[， 1没収をiFねる1fI:1こj中yr次抗体1111jは低卜するが，第 7

Vlj'吸収円の::t'!;作l(nJ.求を抗I京としたl易会，うぞ::M，'c{判11rrの f~界

をきたし， Ii加とは肢初より[，-'Jい似liを日する宇があるのを見

た。それ以後(立内び抗休fdliが減少してi丁くが，もし彼等の

だ験が i正しいものなら(ま，ヅベ Yレクリシ rl' の lÍLlf*~iÉ集反応

[こ1河与する抗lLIは少くとも 2種紙はあるものと考えなけれ

ばならなくなる。

ツベノレクリン111の台幼IJ足分を#Iill球によってi吸収し，

その抗日刊の変化をjむよjてする 1許は孜々に興味をJ包かせたの

で， Rheins らのだ験を泊以すると共lこl没収後のI!Iツベノレ

クリンをJ;'i:Ilj{として， 5J乞的:(札ヰ¥(:I.i去による怖体制台反応

を11い， 補f本町1合反1，芯[三与るj;tI戻が，;l;lulJ;j(占'r守毛皮L仁、 i#lill
反応の場jさ?とわJ傑lζヒツジ亦川球にi吸着ぶれるか刊すか，険

， "すれlま，Jj、1I11球ィ切手:反応，的1111反応に与るわJLl引を J釘~/é'吸収

によって1{，1)去ってしまった伐りのツベルクリンが(，'0illl体
出lifT反I，L:のわtI~~[ となりうるかどうかをI刈べてみた 本H験

において Rheins らのIJ.li:*aを lit"忍する 'J手はできなかった

がソベ jレクリン))抗原れについては興味ある初比をI:j.たの

で，その]J防長をここに報子「したいと J思う勺

実験材料

I )莞疫血清:人!('JI刊1111肝株のタEI有を 20mgタU5 fI 

間隔で引戸]京兎の!支トに柊椅し，投終j刊行乏 12H ['1にtK

巾1した印清を使用した。この1(ll:古は結械的(人型的H2株〕

の中性1]/1熱I:+，i休抽出液を抗l京とする沈降反応において32ir'i

まで陽性であった。

II)旧ツベルクリン 3種のツベルクリンを使舟し

だc HIlち人相 1~，iAf山 B ほ，人担|州中里子株及びBCG f-研料、

をそれぞれグlレタ 1シ殿ソーダ使IIIソートン土台J:ilJiと8週間

情実しナこ後， 1]/1熱殺九別の卯lく出縮I州製したものであ

るσ
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皿)稀釈液.Stein7)の釘去による MayerのVero- ii) 怖休的介反応 lT確な場の形をfrる '1く何%液

nal'bu紅白食i品水を使用したc lllJちFめド記処1jlこ従つ rÚl悦{~Lii、による楠体がi介反応を行ったむ術.r~の詳細は極め

て川l製保有子した Stock'bu妊erを}刊に臨んで烹溜水で目的 て複維なため省略するが，義に教宰ω大原十字9)i也端10)が径
に稀釈し，その 1000ccに 0.2gのゲラチンを Ii'州市させた 炎した通りである。

ものをT1!i釈液としてj十Jl、たく

Stock-buffer 実験成績

Na Cl 

Barbital 

Na-barbital 

Ca Cb (anhydrous) 

MgS04 (7H2 0) 

Aq. dest 

42.雪g

2.875 g 

1.875 g 

0.083 g 

0.616 mg 

1000 c.c. 

実験方法

1. 感作及び吸収

1脊釈液[と 2，3 fii[沈派した packの状態のヒツジ赤血

球 0.1c・c.を， 41白lこ稀釈した前記3種類の l円、ゾベノレク

リシ 4c・C・!こ11[[え時々技量してよく混合しながら 37
0
Cの

温浴中で21時間感作する c 感、作後 2000If-，[転5分間]逮沈し

てl古l球を分離し，沈澱赤血球l士宮 -85'0にグリセリンを111r

えた稀釈液で31円i誌と糠後円びその 20c・C・にi?i持させる(併

釈J伎にグリセリンを加えたのは， Rheinsらの実験をJ&試

するため非透析ツベノレクリンを使用したので感作rirけ::Rのi光

線及び再浮波に際して当然起るμJき溶血を防く為である。

経験!こ溶血件1Ll有効最少呈は十l'里子ツベルクリンでは 5%，

占rlrBツベノレクリンでは 8%， BCGツベルクリンでは

7.5~ちである事を知った)。ープj伐された上清の旧ツベノレク

リンにほ更に新らしい血球 0.1cι を混合し r:と同様の
傑作を(1"う。かかるプJiJ、を 141口l繰り返えし，各同の路、作

ぶ血球以i持J伎をJfcrr.r¥として亦l自lbj(.対集反L仁、及び溶JlJl反応を
hい，え第21111，ラ loL 81口[， lliilL 141iJ[r吸収後の芥ツベ

ノレクリンをHCI~i として楠休結介反応をりった υ

2.術式

1 ) 赤市u)R凝集反応及び長年I日l反応

Rheinsらのj白試であるが Middlebrookand Du-

bos1川の方法と大約同係に行ったc

Jfl打IνF

体吸収を2度f行7つたf後麦，ラ倍から 81，920倍迄の稀釈を用

立するO補体も 1/ラ最の赤血球を混合して OOC20分の京

冷飽和を2凶行ってから 9倍lこ稀釈して使用した O

祝集反応.小試験fi:i乙各椅釈血清2i商と感作.rfI1球液2

ir首とをi南下iJU'iし， 370Ci昆浴中において 30分反比、させだ

後時〈遠沈して局集の程度を観察した。

i?川l反応:血清2消，感約一血球2iri;j及び補体 Iir荷を混

作し， 370C ihll.浴ljl30 分 }/~i背後 ítl ち!と溶!日lの右主1(:を 1~1す

る。

1) 赤血球凝集反応及び溶血反応による Rheins実

験の追試験成績

育rlrB，1中世y，BCG3J;iのツベノレクリシをヒツジみと

げrl球で連続 12[u[1吸収し，各1百!の感作赤血球!こつL)て行っ

た lÚl球ィ流集反応及びi'l'> ríll反!之、のれ!I栄[ま~~ 1 去から¥1'¥6 J;ま

でに示した通りである。第 1友は占BツベノレクリシをJlll、

第 1表 l'i-rllBツベルクリンによる ，JJミ[仇

2求凝集反応

日夜収 [<il~→

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

rl日
---~ ..1 - T--

ご{円t'. ラー 3 3 3' 1 1 l' 0 0 0 0 0 0 0 0 

稀~~ 10-3 3 3 2 1 1 l' 0 0 0 0 0 0 0 
20-3 3 3 3 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 

40'-3 3 2 2 1 l' 0 0 0 0 0 0 0 

80-3 2 2 2' 1 l' 0 0 0 0 0 0 0 0 

16Jー221 1 100  000  0 000  

320-2' 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

640 -1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

128つ-0 0 0 0 0 0 0 000  0 0 0 0 

~l: 3. 3'. 2. 2'の記号は凝集の程度を示す。

3は強陽't't 0 I士陰性である。

第 2表 日']，[1BツベJレク')ンによる溶血反応

吸収同数→
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2ラ6つ-3' 2 2' 2' 1 l' 0 0 0 0 0 0 0 0 

51201-2' 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

102401-l' 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

~l: 3. 3'. 2. 2.'. 1. ]1. 0の記号は山内の，fi-'慢を示す
3は完全市内， 0は完全ィ、が1([[である。



第 5表 イ中野ツペルグ TI ンによる赤血球

凝集反応

吸収[，，[数→

1 2 3 4 ラ 6 7 8 9 10 11 12 13 14 
Ifll 

~ r ~- -1 j--I -r-- ~ -~ 1 -

ご{日l 5-3 3 3 3 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 

車T↓市 10o。。! l! ; F3 ちヲち 2 000  0 0 000  0 
20，-3 3 3 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

40，-3 3 3 3 JI 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

80-3 3 3 3 l' 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

160
1
- 3 3 ; 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

62%叫S16。Oll-←h 3 33200000000o  O 3' 3〆 2 1 0 0 0 0 0 0 0 000  

1280.-2 2' 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

2560
1
-l' l' 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

5120-0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

;$1表の，nに|司じ

第 4表 1'['野ツペルクリンによる;'#llJl反応

吸収I丙l数→

1 2 .3 4 5 6 7 8 9 IJ 11 12 13 14 
山 「τ一11-'一「一「了一i-I~ 寸寸一寸ー

i古 ラー 33333333321000

f lト 3 3 3 3 3 333  322  1 0 0 
↓ 20-3 3 3 3 3 3 3 3 3 3' 2 1 1〆 O

3333 3'210  

3333 3'210  

3333 3'200  

叫 333333333 3'2100
640;-3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 1 l' 0 0 

1280-3 3 3 3 .3 3 3' .3〆 l' J' 0 0 0 0 

2560，-3 3 3 3 3 3' 2 1 0 0 0 0 0 0 

5120:-3 3 3 3 3〆 2'10000000

10240'-3 3 3 3' 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

204801-2 2' 2' 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

409601ー1 1 000  0 0 0 0 0 000  0 

819201-0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

~~ 第2表の;たに同じ

7こ場合の赤Dil球fI正集反応の成績で，表の如く第 l同目の感

作血球を抗原とした場合，血清は 640俗稀釈まで反応陽刊

であったが 2回闘の血球では 320倍， 4liil目 160f立と「没

収を重ねる毎に抗体イ[出土漸次低下して行き，吸収8同円以

後の!lL~作 1(11 球では全く反応が現われなくなった。この'だ験

を溶llfl反応によってl川べた成績もど?でくこれとhCijじで， J¥2 

J~I三ぶす勾j く最旬 10240 的まで防1'1ーであった反応が， iIllf1; 

による I吸収を繰り返して行くうちに次第に抗体制!の{11:下を

きたし.;1'414 [l1WIの感{ノI-J(rrFj;を抗原としたt易介には全く

40'-3 3 3 3 3 3 

80，-3 3 3 3 3 3 

160-3 3 3 3 3 3 

第 5表 BCGツベ U クワンによるサ:血球

将司巨反応

吸収["1数少
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第 B表 BC G ~ソベルケ 'J ンによる j得点反応

日夜収同数→

1 2 ヲ 4 ラ 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

Jm 
i古里-333333333333'2'0
稀
荊:
v 

10-3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 1 

201-3 3 3 3 3 .3 3 3 3 3 3 3 2 l' 

40 -3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3' 3' 1 0 
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s1'J1j;(と終っている。 1!llちI1ll球凝集反応，出Jfrr反k;のいずれ

においてもl吸収の途It'で抗体仙がrtfUl'ーすると古う現象は

?でく見られなかった。 1'1'貯ツベ jレクリシ(第 3 友及び~}4 

災)，及び BCGツベルクリン(第ラ炎及び第6点)につ

いて行った実験もこれを真喜きするもので，吸収を宅ねる

毎l己抗体価(土漸次低下しつつ遂には全くi肖ノたしてしまい，

その問i1として抗体何の再[界を見る事はなかった。

2) ヒツジ血球吸着部分を除いたツベルクリンの抗原

性について

ヒツジ赤血球を以て連続吸収し，内F求凝集;[企びl乙溶血

反応!と与る有効閃子を除去し去った残りのツペ/レクリシに

ついて補体結冷反応による抗原十iを，;吋べた成績は;;fi1 I、司及

び;r~ 2 尺|の I~II くでるる。{同i 々のデータは煩維なため，同に

おいては反応の場の形を1111*兵を以て;f:しだわt!11-tぅ阿におい

て. 1111紋によって!111まれた上のm;jjがfメLt:仰れを示す「問」

である c
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第 1図 百rllBツベ/レク 1)Yを抗原とした

半I[日本ネ11fT反応

抗原T1ii釈 (25>< 2n)→ 

Jl11 

怖

が、 100

Jぞゴノ 2 4 dラク 8 q グ

¥札口、
μ
 

fρρ 

A 

400 

A: 、ゾベノレク 1) ン :~~i ('í~ 

B : 14[1'[11.交』びをのツベパノクリジ

第 2図 BCGツペノレクリンをJ;'ci¥i(とした

怖(本市iif下反応

1;¥; r~j; fr1i釈 (2ラ¥2n)→

11日 nz/.2

何?
釈 '00

"200 

d 10 ノ1

， ， ， 
一ー司ー ' /'" ::.::.rヘ i/ -r¥、¥ F
/〆、、，ー，
" /¥¥，  
B，/ / ¥ ¥/  

y 
， 

、‘--"，，-4001-

A ‘ヅベノレクワンr}j:fげ包

B: 14[r1['f)え比五?交のツベルクリン

'Jr'¥1 l'i[ij: 1';:11 Bツベルクリンを抗:fJl，とした以fTで， A

の 'H*~iU土ソベ jレクリン l京 iiL Bの/，i、和;dlま14i沖吸収後の、ソ

ベノレクリンを)(々抗原とした際の防十|卜 iíJ~を ?Fすものであ

るηA.B.を比較するに抗体イ，Uj，J易の形;!I{この2つの反応

(土全く同一で， lil{一つの異るのは抗原IrlliにおいてBのプ'i'!J'

Aの約 1/2になっていることだけであるつ然しこの1"，'[支

の侭ドならば 14["1の感約一l吸収操作によって叶然受けるれ

l支の附釈によるものと考えても大きな問JH~l )はなかろう。

この他われわれは第5[Cl[， 81日[， 11[日I
'
伐収後の存ツベ/レク

リンについて[II)じ反応を行ったが，それちはTr克A，Bの

'I'r:日にはするもので， I'~Iが煩らわしくなるので省略したが

JfL休{dlilえびJLjのI[三はjぶめてよく A，B に~f， iはしていた。

第 21羽はBCGツヘルクリシをJJL肢としたnj{干の反応

で， Aiま!日〈佼， Bは 141"[11そ収後のツベルクリンであるハ

三の 1':([からも，~\ 1 I吋と全く Ir'i)じことが， ;われるの

、

考按

:ft々の'五時前11脱却こよれ!;f， ヒツジrぷrII1!A;によってくり

必え LIIIツヘルクリンをl吹'*'1してゆくと，遂にツベルタリ

ンIIJに IIIげやぷ{'I:factorがィ円'J.とし. しかもそれ以後はjた

してこの factorω再現しないポが儲かめられたぞこれは

Rheins and Thurstonのだ検と全く相反する川である c

Rheins and Thurstonの冗験b財布土第7ぷ[こ IJI I1J 

した如く， B C G， Ravenell， Phlei及び H37 Rv f衣の

HれのJLifTにも 6[日[1吸収乙は集1，lIi，iねII山11が共に低ドす

るが， 7 [11[ トJ の感作 rÎ[lf~(をも'0原とした均台，二\1こ )J仰が卜­

FIし以後 12[il11吸収j乙波j尺!Wに以弱している c この現象の

川町としてfl主万:が;if;べているのは， 111ツベルクリン1[1のIIl1

f-j;，!シ[集反応折原は11住一種のものではなく(例えばJI[l球感門

factorが多和If休であるとしても， 111ツベノレクリンの 1[1に

は数種の異なるむ的休がある)，而もそれら異なる抗原が

第 7表 Rheins and Thurstonωχ.~(( ))足払

(Am. Rev. Tuberc. 72， 210， 19う雪より 1][}II ) 

11吃
B C G R司venell Phlei H 37 Rv 

ll.< 
r，ιl 

1ヘilJtdI ミr F ，( ir.{ 'i 1 「ょ 九ど ス j"/{ 「メ主 ，'7.i {、 i~ Jii 入、 I ìfl~ ト亙 !ん

64 ラ12 128 2，048 256 16，384 8 256 

2 32 2ぢ6 128 l司024 2ラ6 4，096 4 32 

3 8 128 64 ラ12 日12 2，048 4 16 

4 日 32 128 512 2雪6 ラ12 2 4 

日 8 16 32 128 128 256 

6 8 8 64 32 64 

7 日12 l‘024 128 2ラ6 雪12 1，024 2 

8 512 雪12 128 日12 256 1，024 2 

。 2ラ6 1，024 64 日12 256 1，024 

10 64 256 4 128 128 2ラ6

11 64 128 日 128 32 128 

12 32 256 8 2雪6 32 256 
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fi'ijじ割合で亦血球lこ吸着されるとは限らないので，日記る種 炉JI吸収後のツベノレクリンを抗原とする補体結合反応の場の

の抗肢がl没収された4したあとにはじめて仙の抗原が吸着さ 形li1 十IW~になるか，あるいは少くとも多的体劃けによる

れるためではなpかと言う推測である O と思われる反応の場は変化するものと考えられるのである

.. rl1J々 Middlebrookand Dubos の赤血球凝集反!ふ が結果は山ツベルクリン康被を抗原とした場合と全く[斤j-

は，その抗原として参与する物質が polysaccharideであ であった。この事はIland勺の実験において高度に純化

る事を Keoghl1)が械告して以JK， 一般にこの反応はツベ されたツベルクリン主主的体が亦1[U球凝集反応の抗原となり

ノレクリン多総体に特異的な反応とされてf#}り， Boydenも 1:よなかった事とつ月一え併せると極めて興味深く思われる。而

それを伯謝している o .;h:)iiに於ても武同(徳)12)武旧(1内j してIlandら又は進il長らの lIAく所と Keoghらの引く!リJ

13)て5は!，:;札l点H;c即刻をとっている。 然しfln14)は/11ツ とは互に矛泊するものであるから， J~ 々は亦J(Jl床ぬ{集反応

べlレクリンの長↑'jJ1iJ j}が';)'I(llf+;，ti集反!ぷ及びifHlil反応に於 1/，;江戸が polysaccharide'['1ーのものであるか protein '1'1の

て!G札i[休剖';rよりも鋭敏な反応を川したと，って川 1)， ものであるかを何々に郎ノ仁する 'Jトは似しみたい。然しfuJH
IlandI5)， Pound1引は伐ちの'::11支に純化したと， iうツベノレ が11'しいにしよも-!汁'JJのJJ(:々の'U主から見れば， 1(ll1;)むらど

クリン多川休を川いて，仏核j左、ι;'J(Jlif'Jーとみ'Jfll!必bj:集反応を 集反k、lこlナる polysaccharideJiL胤あるいは protein.fJc 

f-jった場介，全例が陰性でめった事から，ツベノレクリン多 肢と怖休品'iûlズL~、に与るそれとは)jIJ~占!のものである事だけ

札~t体はこの反応の特異抗原ではないとがîll指している。かか

る見解の〆í>fXは，つまる I;ij' ツベ Jレクリンの分剖が;í~完令

でありメ各研究者によって5t剖成分がいく々である為と思わ

れる c かくの在日くツベノレクリシ'11に j/S-まれる亦J~l球感作悶

Fの本態については L 、まだど T!'~の f!!~1寸刷たであるのに鑑

み， Rheins and Thurston の抗原l吸着!こJ刻する担うとに

興味を持ち迫試したのであるが，孜々の')i験fJif長からは彼

等の主張するような)点滅(ま{りられなかった。 1(11ち1lil上jc感fl

factorがdiL--種であるかをt種あるかはぷ別であるにして

も少く共成る種のiil:l京のl吸収除去後に活IJの抗原がdlA;首して

抗体{rlu'の尚一 l肝を起する:!手は;mt)と断 [-jしnるe Trliして
Rheinsらのだ験においてどのツベルクリンをjjJl'ても，

すべて;ts7 1 1i]1吸収 fl の!~;rI'. lÍll球を抗原とした場合に )J仙の

，~l I.'n.をみせている事は我々にIIJなり奇異の感を抱かせ，
L心、(ゴテクニツク!こ fザかの~~~りがあったのではないかと匂

わしめるものがある。一万怖休前IlfT反応[こ於て， /11ツベノレ

クリンを抗販とした均fT・2つの反応の切をノj、す事lまJ也市

17)が!l;[iこ縦告しているが，今jiJjの万験においても占rlIB，

BCGの2つのツベ 7レクソンについて同じく 2つの反応の

J坊がぷざれている o j(riして我々のゾ:験においては抗日とし

てツベルクリン原被をJIJl】ても，ヒツジ亦Jl!l.f.止で1411'1;亘社

l政収後のツベ/レクリン(この'ji(こは亦1(ll球{札業反応，的Jill

反応に関与する抗原が終っていない)を川い亡も，抗休

{llli ，助の}ち)I~全く 1'1J ーのものがれj られたc このJぶから見

て，補体結合反応lこ関与するJ.iL原がう三くヒツシ亦ill川、に岐

. f~-! されない事はl珂らかでdうる。

lねIUツベノレクリンを抗原とする補体制l合反!之、lこ於で沼

11寺見られる 2つの反応の場は，犬セ主としてツベノレクソジ

蛋1'1占IJ分及び主としてきユ似体剖JIを抗原とする反応の場に

一放する事を主主}Iよ我々は見!l¥している的 fえってツヘルク

リン多似体のすべてがみ、 l(Uf~(に l次着するものとすれば 14

は1I!;iらかである】

結 議

3様の/fIツベルクリンをヒツジサ、111け求によって 14川

連続i吸収し，今 liJ]の感作 lín球をそれぞれ抗原としてぷ Ir~ J'次

々集反応及び市内反応を1iったc また，;i亦Aか〈汀[臼(1包llJ.〆jおf

々Uω!)f段土刻l併持にI川呪U伐ωえ心j収l民)(i除ヰ吟Tゴ込去JしJ心;つfだこ桟りのツベ yルレクリ ンをJ抗yιt日広山;江:と
して 50 号箔づL単i詳i釘釘払(¥此¥、ι¥LjυiυJ、[にζよる楠体村粘i合反L比凶己ぶ;をを了i汀fい， 次の/illきがi
%を何た

1) ，役以のj日|数を'}i:ねるに従って， ')¥;JOl土-K1i，f壌反)よ、及

び法山反応のffL{本{liliは断次侭「しつつif、には泊たし，その

後11i'たして抗体irl!iの同 1:.汗を見なかった。 HIJち Rheins

& ThurstonのIjIJき実験車山梨はIl{iめられなかった。

2) ツベルクリンj以伎と 14liJj連続I吸収後のツベノレク

リンをj;'LI，Aとしてhった怖体付介反L亡、において，抗体イrlli，
J誌の形ともノ~ ¥ i~うが泌められなかった c 日11 ちツベルクリン

の怖!本初0-1;;(1，~.、抗原は全くJ1Jl球に l吸着されない。

fl';jを終るに臨み，終始証IJ}旨噂と iiY!i 1交問を l!易った.~~r:iU)(

以教伐にバ日射し，制助をJHいた"1'凡池端同上に感謝す

るj
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